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1. 平成29年3月期第1四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第1四半期 2,846 △8.6 △2 ― 3 △91.8 △134 ―
28年3月期第1四半期 3,113 8.7 52 ― 43 ― 35 △25.8

（注）包括利益 29年3月期第1四半期 △142百万円 （―％） 28年3月期第1四半期 45百万円 （△7.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第1四半期 △13.70 ―
28年3月期第1四半期 3.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第1四半期 12,663 3,520 27.8 357.82
28年3月期 13,409 3,722 27.8 378.35
（参考）自己資本 29年3月期第1四半期 3,520百万円 28年3月期 3,722百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
29年3月期 ―
29年3月期（予想） 0.00 ― 5.00 5.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,200 △3.1 30 △80.2 10 △92.2 △190 ― △19.31
通期 16,400 8.4 640 13.0 590 16.1 280 △36.7 28.46



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注）詳細は、添付資料３ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期1Q 11,580,000 株 28年3月期 11,580,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期1Q 1,741,165 株 28年3月期 1,741,165 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期1Q 9,838,835 株 28年3月期1Q 8,955,010 株



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ３

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… ３

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… ３

（２）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… ３

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… ４

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ６

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ６

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ８

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ８

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… ９

 

- 1 -

㈱ヤマックス（5285）　平成29年３月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、経済再生を目的とする政府の各種経済政策の継続により企

業収益や雇用環境に改善が見られるものの、個人消費は低迷のまま停滞局面が続いており、加えて中国経済並びに

新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱による影響など日本を取り巻く環境への不安も拭いきれず、景気の先行きに不

透明感が増しております。

 当社グループを取り巻く経営環境におきましては、国土強靭化計画を根底とする防災・減災対策の充実や老朽化

対策の計画的な推進を骨子とする公共事業投資予算が前年並みに決定されたなか、激甚災害に指定された平成28年

熊本地震により被災した熊本地域では、復旧・復興に向けてのあらゆる動きが最優先され、工事発注も活発化して

いくものと予測しております。 

 このような状況のもと、当社グループにおきましては、公共事業投資の需要が期待される地域への重点的な営業

活動の推進や、技術者不足・工期短縮に対応できるコンクリート構造物のプレキャスト化の推進などを骨子とした

５ヶ年に亘る「新中期経営計画」に基づき、販売力の強化とシェアの拡大に努めるとともに、東北地区の復興事業

においてもコンクリート二次製品の供給責任を果たすべく継続的に取り組んでおります。また、平成28年熊本地震

による被災地域への復旧・復興に向けた今後の動向に注視し、故郷熊本の復興に向けて当社グループの総力を結集

させ全力で取り組んでまいります。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は28億４千６百万円（前年同期比8.6％

減）となり、営業損益は２百万円の損失（前年同四半期は５千２百万円の利益）、経常利益は３百万円（前年同期

比91.8％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、平成28年熊本地震に伴う特別損失を計

上したこともあり、１億３千４百万円の損失（前年同四半期は３千５百万円の利益）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①土木用セメント製品事業

 当第１四半期連結累計期間における土木業界につきましては、公共事業投資予算は前年並みに決定されたもの

の、平成28年熊本地震の影響を受けた熊本地区では、前期より繰り越した継続工事が停滞するなど、工事の進捗状

況においては地域的な格差を生む結果となりました。他方、東北地区におきましては、国が定めた集中復興期間を

終え、新たな５年間の復興・創生期間を迎えたものの、円滑な転向とはならず、復興事業は幾分緩慢な動きとなっ

ております。

 このような状況の中、九州地区におきましては、工事発注状況に即した営業活動に努めるとともに、今後、加速

度的に動きを増すと予測される平成28年熊本地震による被災地域の復旧・復興工事への対応に注力しております。

他方、東北地区におきましては、道路整備や造成工事に向け継続的な営業活動に努めているものの、慢性的な工事

遅延状況もありコンクリート二次製品の動きは低調に推移しております。 

 この結果、売上高は20億６千７百万円（前年同期比12.5％減）、営業利益は３千２百万円（前年同期比71.4％

減）となりました。 

 なお、当社グループの土木用セメント製品事業は、公共事業の発注と関連性があり、主として下半期（第３四半

期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間）に売上が集中するため、通常、第１四半期連結会計期間及び第２四

半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べて著しく低くなる傾向にあります。 

②建築用セメント製品事業 

 当第１四半期連結累計期間における建築業界につきましては、国内景気の緩やかな回復基調や住宅取得に伴う政

府の優遇制度の実施により、住宅着工やマンション販売は堅調に推移し、技術者不足や工期短縮に対応できるコン

クリート構造物のプレキャスト化の利点を有する建築用コンクリート二次製品の需要も継続的に伸長しておりま

す。

 このような状況の中、マンションやＵＲ都市機構の賃貸住宅を中心としたゼネコンへの営業活動に注力するとと

もに、2020年に開催が予定されている東京オリンピックの関連施設に向けた動きを視野に入れた営業活動にも努め

ております。また、受注物件の増加により工場の稼働効率も向上し、原価の低減にも繋がっております。 

 この結果、売上高は７億１千９百万円（前年同期比0.0％増）、営業利益は１億３千３百万円（前年同期比

18.0％増）となりました。 
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③その他の事業 

 不動産関連事業におきましては、「総合住宅展示場 光の森とーくらんど」と「総合住宅展示場 ＫＡＢ住まい

るパーク」の２棟のモデルハウスを集客拠点とし、昨年、自社ブランド「さらりの家」のラインナップに加えたロ

ーコスト住宅や規格住宅をもって、幅広い顧客層に対する受注活動に注力しております。また、平成28年熊本地震

の影響により、個人住宅に関する修復、リフォーム、建替え等の要望並びに問い合わせが多く寄せられており、

個々の条件やご要望に応じた提案となるよう心掛けて対応しております。 

 この結果、売上高は６千万円（前年同期比82.4％増）、営業損益は２千６百万円の損失（前年同四半期は２千９

百万円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明 

 総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ７億４千５百万円減少の126億６千３百万円となりました。こ

れは主に、繁忙期に向けた見込み生産などにより商品及び製品が２億１千万円増加したものの、売上債権の回収な

どにより受取手形及び売掛金が８億３千５百万円減少したことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ５億４千３百万円減少の91億４千３百万円となりました。これは

主に、支払手形の決済や仕入債務の支払いなどにより支払手形及び買掛金が３億９千１百万円減少したことや、金

融機関への返済により短期借入金が１億１千万円、長期借入金が１億１千８百万円それぞれ減少したことによるも

のであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億１百万円減少の35億２千万円となりました。これは主に、

剰余金の配当や親会社株主に帰属する四半期純損失により利益剰余金が１億９千３百万円減少したことによるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期連結累計期間までの業績は予定どおりに推移しており、平成28年５月13日付の「平成27年３月期 

決算短信」にて公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。

 なお、当社グループの土木用セメント製品事業は、公共事業の発注と関連性があり、主として下半期（第３四半

期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間）に売上が集中するため、通常、第１四半期連結会計期間及び第２四

半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べて著しく低くなる傾向にあり、今後も同様

の理由により季節的変動が予想されることから、業績を判断する際には留意する必要があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 季節的に変動する操業度により発生した原価差額は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原

価差異を流動資産（その他）として繰り延べております。

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の摘要）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 325,472 155,897 

受取手形及び売掛金 4,045,397 3,209,550 

商品及び製品 1,724,799 1,935,483 

未成工事支出金 10,776 40,225 

原材料及び貯蔵品 206,488 229,886 

その他 245,946 270,070 

貸倒引当金 △14,094 △11,456 

流動資産合計 6,544,787 5,829,657 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,258,828 1,235,897 

土地 3,584,467 3,581,027 

その他（純額） 1,123,929 1,176,084 

有形固定資産合計 5,967,225 5,993,009 

無形固定資産 150,986 154,202 

投資その他の資産    

その他 833,199 773,167 

貸倒引当金 △86,860 △86,214 

投資その他の資産合計 746,339 686,953 

固定資産合計 6,864,551 6,834,165 

資産合計 13,409,338 12,663,823 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,889,659 3,498,526 

短期借入金 2,772,608 2,661,952 

未払法人税等 35,660 13,301 

賞与引当金 122,559 185,457 

役員賞与引当金 9,310 9,310 

災害損失引当金 － 99,933 

その他 661,473 590,263 

流動負債合計 7,491,270 7,058,744 

固定負債    

長期借入金 1,524,155 1,405,971 

役員退職慰労引当金 118,808 124,220 

退職給付に係る負債 457,265 445,922 

その他 95,319 108,398 

固定負債合計 2,195,549 2,084,513 

負債合計 9,686,819 9,143,257 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,752,040 1,752,040 

資本剰余金 708,558 708,558 

利益剰余金 1,569,470 1,375,628 

自己株式 △260,827 △260,827 

株主資本合計 3,769,242 3,575,400 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 30,069 17,276 

退職給付に係る調整累計額 △76,792 △72,111 

その他の包括利益累計額合計 △46,723 △54,834 

純資産合計 3,722,519 3,520,565 

負債純資産合計 13,409,338 12,663,823 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 3,113,654 2,846,702 

売上原価 2,423,352 2,246,842 

売上総利益 690,301 599,859 

販売費及び一般管理費 637,690 602,124 

営業利益又は営業損失（△） 52,611 △2,264 

営業外収益    

受取利息 350 68 

受取配当金 3,373 3,731 

受取賃貸料 7,898 8,696 

貸倒引当金戻入額 3,806 3,284 

受取保険金 － 7,318 

その他 4,160 7,201 

営業外収益合計 19,590 30,301 

営業外費用    

支払利息 20,794 16,661 

手形売却損 5,248 3,173 

その他 2,984 4,677 

営業外費用合計 29,028 24,513 

経常利益 43,173 3,522 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 6,225 

特別利益合計 － 6,225 

特別損失    

災害による損失 － 163,086 

特別損失合計 － 163,086 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
43,173 △153,338 

法人税、住民税及び事業税 12,714 8,061 

法人税等調整額 △4,550 △26,590 

法人税等合計 8,164 △18,529 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35,008 △134,809 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
35,008 △134,809 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35,008 △134,809 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,879 △12,792 

退職給付に係る調整額 4,406 4,681 

その他の包括利益合計 10,286 △8,111 

四半期包括利益 45,295 △142,920 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 45,295 △142,920 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

土木用セメ
ント製品 

建築用セメ
ント製品 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

2,361,498 718,960 3,080,458 33,195 3,113,654 － 3,113,654 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 816 816 － 816 △816 － 

計 2,361,498 719,777 3,081,275 33,195 3,114,471 △816 3,113,654 

セグメント利益
又は損失（△） 

114,402 113,183 227,585 △29,631 197,953 △145,342 52,611 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業及びサ

ービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△145,342千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

土木用セメ
ント製品 

建築用セメ
ント製品 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

2,067,080 719,079 2,786,160 60,542 2,846,702 － 2,846,702 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

4 807 811 － 811 △811 － 

計 2,067,085 719,886 2,786,971 60,542 2,847,513 △811 2,846,702 

セグメント利益
又は損失（△） 

32,755 133,580 166,336 △26,086 140,249 △142,514 △2,264 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業及びサ

ービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△142,514千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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